











































とある。つまり石山寺本尊は右手を施無畏印、 を膝上で与願印とし、左足を盤石の上に踏み下ろした二臂像であるといい その図像を載せてい （図３） 。重要なの 、龍蓋寺、すなわち現在の奈






















































































































































































































































の第六十三代別当済慶（九八五～一〇四七）は東南院の僧であり、次の第六十四代 深観（一〇〇一頃～ 〇五 ） 前述の深覚について出家した真言僧であった。　
すなわち東大寺大仏左脇侍が、 「如意輪観音」とよばれ始めた可





































































































































































































































































承の形成」 （ 『日本文学』五二︲三、二〇〇三年） 。なお、 『石山寺縁起』は聖宝と観賢も石山寺座主として同寺に止住したと伝えるが 徳竹 はそれ以前の史料で両者を石山寺と結びつける史料が見当たらないことから 信憑性に欠けるとする。
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（（） 『東大寺要録』別当章、 『東大寺別当次第』 。
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るが、同じく鎌倉初期の常楽院本巻二には「真実ニハ恵什阿闍梨集之」とあり、当時からすでに諸説あったことが知られる。この問題について詳細な検討を行った田村隆照氏は、恵什が永厳の命を受けて編纂したとの結論を述べている（ 「図像抄―成立と内容に関する問題」 『仏教芸術』七〇、一九六九年） 。
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題―」 （ 『仏教芸術』七〇、一九六九年） 。錦織亮介「別尊雑記の研究
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（（） 『醍醐寺根本僧正略伝』 （ 『群書類従』巻八下） 。
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られたのも、同じく十三世紀であったことである。前述の通り、叡尊は聖徳太子ゆかりの半跏思惟像を如意輪観音と称した可能性の高い人物であり、例えば聖徳太子廟で如意輪根本大呪を唱える（ 『金剛仏子感身学正記』正嘉二年条）など、聖徳太子 如意輪観音を同体とみなす信仰を有して たことで知られている
 。他方、叡尊と直接的な関わりのない東大寺大仏左脇































 鷲尾遍隆監修・綾村宏編集『石山寺の信仰と歴史』 （思文閣出版、二〇〇八年） 。
図９
 『中宮寺
　
如意輪観世音菩薩』 （中宮寺、二〇一〇年） 。
図
（0
 「四天王寺の宝物と聖徳太子信仰」展実行委員会編『四天王寺の宝物と聖徳太子信仰』 、一九九二年。
